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間 11文 線による急性被ばく後の障害と当該組織・臓器におけるしきい線量の関係 として,正 しいものの組合
せは,次のうちどれか。
A 水晶体の混濁   - lo～ 15 Gy(眼 )
B 女性の永久不妊  - 15～ 20 Gy(卵 巣 )

^時的不妊 - 1.o～ 1_5 Gy(精巣 )C 男性の一
D 男性の永久不妊  - 3.5～ 60 Gy(精 巣 )
l ACDのみ   2 ABの み   3 BCの み  (3)Dの み   5 ABCDす べて

間 12皮膚のX線被ばくに関連する次の記述のうち,正 しいものの組合せはどれか。
A 線量限度は確定的影響に基づいている。
B 幹細胞は障害の回復に関与しない。
C 皮膚の等価線量には l cn■ 線量当量を用いる。
D 組織荷重係数 (ICRP 1990年勧告)は o olである。
l Aと B  2 Aと C ()Aと D  4 Bと C  5 Bと D    

。
問14皮膚の急性X線被ばくによる影響に関する次の記述のうち,正しいものの組合せはなれか。
A 紅斑に対するしきい値は約 3～ 5 Gyで ある。

'は

被ばく後約3週間で発症する。B 乾・l■落
目のしきい値は約 20 Gyで ある。

                            |
C 湿性落雇

上の被ばくで壊死が起こる。D 50 Gy以

                  3  ACDの み   4 BCDの み
  (Ξ)ABCDす

べてl  ABCの み   2 ABDの み

)皮膚がんの発生に関する次の記述のうち,正 しいものの組合せはどれか。問 17放射線によ

曇鼻によリリスクが高くなる。A 紫外線曙
B 人種により50倍程度の開きがある。
C 最も高頻度に発生するのは悪性黒色腫である。
D ICRP 1990年 勧告によると皮膚がんの致死割合は 10%程度である。

Bと C  4 Bと D  5 Cと D(c)Aと B  2 Aと C  3

問 25放射線白内障に関する次の記述のうち,正 しいものの組合せはどれか。
A 同一吸収線量では,γ線に比べ速中性子線で発生 じやすい。
B しきい値が存在する。
C 線量率効果は認められない。
D 潜伏期は認められない。

c)Aと
B  2 Aと C  3 Bと c  4 Bと D  5 Cと D


